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５
月
31
日
、
第
34
回
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま

つ
り
（
実
行
委
員
会
主
催
、
家
常
尚
詞
実
行

委
員
長
）
が
役
場
横
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
に
は

観
光
客
や
家
族
連
れ
な
ど
町
内
外
か
ら
２
０

０
０
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
足
寄
雌
阿
寒
太
鼓
保

存
会
が
登
場
し
、
勇
ま
し
い
太
鼓
の
演
奏
を

披
露
。
ま
た
、
吹
奏
楽
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民

謡
な
ど
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
が
出
演
す

る
町
民
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
客

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
足
寄
町
商
工
会
青
年
部
な
ど

に
よ
る
出
店
の
他
、
ラ
ワ
ン
ブ
キ
や
乳
製
品

な
ど
町
の
特
産
品
販
売
の
ブ
ー
ス
も
設
置
さ

れ
、
多
く
の
人
々
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

穀
物
な
ど
が
入
っ
た
袋
を
持
ち
上
げ
タ
イ

ム
を
競
う
花
ま
つ
り
恒
例
の
カ
マ
ス
挙
げ
大

会
に
は
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
力
自
慢

が
参
加
。
男
性
の
部
（
30
キ
ロ
）
に
は
17
人
、

女
性
の
部
（
20
キ
ロ
）
に
は
16
人
が
出
場
し

タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
男
性
の
部
で

は
梅
垣
辰
実
さ
ん

が
４
分
48
秒
で
王
者
の
貫
録

を
見
せ
、
堂
々
の
優
勝
。
女
性
の
部
で
は
渡

辺
あ
ず
さ
さ
ん

が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
の
最
後
に
は
豪
華
景
品
が
当

た
る
抽
選
会
や
パ
ン
ま
き
も
行
わ
れ
、
最
後

ま
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
丸
太
切
り
競
争

で
は
、
少
年
の
部
に
３
人
、
男
性
の
部
に
９
人
、

女
性
の
部
に
６
人
が
名
乗
り
を
上
げ
、
各
部
３

人
ず
つ
の
勝
ち
抜
け
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
出
場
者
の
必
死
の
の
こ
ぎ
り
さ
ば
き
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 丸

太
切
り
競
争

林業のまちをＰＲする新たなイベント「丸太切り競争」

ライバルを横目に余裕の表情を見せる梅垣さ
ん 女性の部で初優勝を飾った渡辺さ

ん

最年長出場者の南武男さ
ん（73歳）

新声会 足寄ヒップホップダンスサークル

足寄ジュニアブラスバンド



里見が丘公園再整備計画～シリーズ③

整備テーマ
 『豊かな自然環境の活用！健康づくり・観光振興に寄与する里見が丘の森！』

里見が丘公園再整備基本計画概要をお知らせします

《再整備の概要》

●事業期間　平成26年度～平成31年度（予定）

●計画面積　里見が丘公園（52.8ha）、出会いの森（62.0ha）

●施設概要　遊戯広場の拡張整備、バーベキューハウス、足湯、レス

　（予定）　トハウス、幹線園路、センターハウス、オートキャンプ

場（コテージサイト、テントサイト等）、ひょうたん池

広場、クロスカントリーコース等

●総事業費　約10億円

●クロスカントリーコース
　散策路を利用して、クロスカントリーコースを設定。

１㎞・2.5㎞・４㎞・5.5㎞の4コースを整備予定。

●ひょうたん池・プロジェクトハウス
　ひょうたん池隣にある小屋を改修し、プロジェクトハ

ウスとして活用。ひょうたん池を中心に、町民参加の森

づくり活動の場としての利用が期待されます。

●キャンプ場テントサイト
　森の中にある自然豊かなキャンプ場。テント

やタープを持ち込むフリーキャンプ場と、車や

バイクの隣にテントを張ってキャンプを楽しめ

るオートキャンプ場を整備予定。

●センターハウス兼ビジターセンター
　来場者のチェックイン業務の他、里見が丘公

園に関するさまざまな情報を提供するセンター

ハウスを整備予定。また、多目的スペースでは、

活動や発表の場としての活用が見込まれます。

●コテージ
　ファミリーやグループで、気軽にアウトドア

が体験できる場所として、森の中に佇むプライ

ベート性の高いコテージを整備。気軽にアウト

ドアを体験することができます。

●遊戯広場
　少人数のグループから団体まで対応可能なバ

ーベキューコーナーや、さまざまな年齢層の子

どもが遊べる遊具などを整備。

●レストハウス
　現在冬季のみ利用されているクラブハウスを、

年間を通し誰でも利用できる「レストハウス」

として改修する予定です。

宿泊研修ゾーン

親水ゾーン

出会いの森

プロジェクトハウス

キャンプ場テントサイト

コテージサイト
レストハウス

総合体育館（既存）センターハウス兼

ビジターセンター

交流ゾーン

スポーツゾーン

遊戯広場ゾーン

スキー場・フラワー園

45



まちかどまちかどまちかど

6

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

7

まちかどまちかどまちかど

7

　足寄町緑のまちづくり協議会（菊地正志会

長）主催の「町民ボランティアの森づくり」

が開催され、１５０人が参加。この活動はニ

トリ北海道応援基金の助成を受けて行われ、

参加者は平成18年の低気圧で風倒被害に遭っ

た里見が丘の町有林に、町木のアカエゾマツ

１０００本を丁寧に植樹しました。

５.31 町民の手で森づくり

　足寄町農業協同組合青年部（中島貴弘部長）

の部員ら10人が、町認定こども園どんぐりの

年長児45人を対象に農業体験を行いました。

子どもたちは同部員から植え方を教わり、ジ

ャガイモやニンジンなどを植え付け、終了後

には全員で畑に向かって「大きくなあれ！」

とおまじないを掛けていました。

５.12 大きくなあれ！

　ふるさと足寄１００年塾・生きがいスクー

ル（町教育委員会主催）の入塾式が町民セン

ターで行われ、第14期生24人が参加。塾長の

藤代和昭教育長から塾生証を受け取った西村

啓一さ
んは「楽しく生きる知恵を学び、心身共

に健康を保ち、地域づくりに貢献できるよう

努めます」と抱負を述べました。

５.５ 家族連れでにぎわう５.17 先人をしのんで

５.13 いきいきと学ぶ

５.９ まちをきれいに

交通ルールを守って 町内の各小学校で交通安全教室が行われました。

　帯広信用金庫足寄支店（平松央支店長）の

職員ら17人が清掃活動を行いました。これは、

地域への恩返しとして毎年この時期に行われ

ているもので、職員らは二手に分かれ町道東

通の約１キロにわたって作業。ペットボトル

やたばこの吸い殻、草や木で見えにくいごみ

も細かく拾いました。

　道立青少年体験活動支援施設ネイパル足寄

（杉山良雄所長）で、春のこどもフェスティ

バルが行われ、町内外から親子連れなど約１

０００人が訪れました。来場者は縁日ひろば

やソーセージづくりなどの体験コーナーの他、

吹奏楽やヒップホップなどの多彩な催しに、

目を輝かせながら楽しんでいました。

　阿寒硫黄鉱山講演会（足寄動物化石博物館、

町郷土資料館主催）が行われ、町内外から12

人が参加。参加者は釧路市立博物館の石川孝

織学芸員から阿寒硫黄鉱山の歴史について学

んだ後、茂足寄の鉱業所跡地を見学しました。

先人たちの生活が垣間見える跡地に、参加者

らは思いをはせていました。

4.22　大誉地小学校 5.1　足寄小学校

5.11　螺湾小学校 5.12　芽登小学校



足寄町教育委員会
ホームページアドレス　http://town.ashoro.hokkaido.jp/ki/

89

記念すべき創刊号と第２号の表紙

温水プールのオープニングで披露されたシン
クロナイズドスイミングも表紙を飾りました

第40号から広報あしょろのコーナーと
なりました

募
集
し
ま
す

開
催
し
ま
す

子
育
て
・
家
庭
教
育

生
涯
学
習
事
業

社
会
体
育
事
業

学
校
教
育

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
く
れ
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩
マ

マ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も

図
書
室
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ

ぱ
」
と
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」

開
催
日
　
６
月
18
日
㈭
　
７
月
16
日
㈭

　
　
　
　
８
月
20
日
㈭
　
９
月
15
日
㈫

時
　
間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日
　
６
月
23
日
㈫
　
７
月
28
日
㈫

　
　
　
　
８
月
25
日
㈫

時
　
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日

　
７
月
30
日
㈭

時
　
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
教
科
用
図
書
展
示
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
内
の
小
学
校

で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
お
よ
び
平
成

28
年
度
中
学
校
採
択
教
科
用
図
書
審
査
用
見

本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

目
　
的　

教
科
用
図
書
お
よ
び
採
択
教
科
用

図
書
を
公
開
し
、
教
科
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

期
　
間
　
６
月
19
日
㈮
～
７
月
２
日
㈭

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
　
細　

教
育
総
務
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
第
13
回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日
　
８
月
30
日
㈰

時
　
間　

午
前
８
時
30
分
～

場
　
所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

内
　
容　

自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
、
一
般
・

小
学
生
交
流
ゲ
ー
ム　
　
　

ほ
か

詳
　
細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

６
月
16
日
㈫
～
29
日
㈪

　
　

野
津
美
智
子
写
真
展

７
月
２
日
㈭
～
15
日
㈬

　
　

後
藤
軍
治
水
彩
画
展

７
月
22
日
㈬
～
８
月
６
日
㈭

　
　

原
爆
写
真
展

８
月
18
日
㈫
～
９
月
１
日
㈫

　
　

蘭
雪
書
道
会
20
周
年
記
念
展

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

開
催
日
　
６
月
17
日
㈬
　
18
日
㈭
　
19
日
㈮

　
　
　
　
　
　
24
日
㈬

　
25
日
㈭

　
26
日
㈮

時
　
間　

午
後
３
時
45
分
～
５
時
15
分

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

対
　
象　

小
学
1
年
生
～
６
年
生

詳
　
細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
（
７
月
）

開
催
日

　
７
月
１
日
㈬
～
22
日
㈬

　
　
　
　

毎
週
水
曜
日　

全
４
回

時
　
間　

午
後
７
時
～

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

内
　
容　

プ
ー
ル
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

対
　
象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

Vol.100

　

平
成
３
年
７
月
に
役
場
の
機
構
改
革
に
伴

い
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
「
生
涯
学

習
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
、
生
涯
学
習
を
広

く
町
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
同
年
10
月

に
生
涯
学
習
情
報
紙
「
智
究
人
」
が
創
刊
さ

れ
ま
し
た
。

　

創
刊
号
は
、Ｂ
５
判
６
ペ
ー
ジ
の
冊
子
で
、

タ
イ
ト
ル
の
「
智
究
人
」
は
、
当
時
の
山
本

豊
吉
教
育
長
の
揮
毫ご

う

に
よ
る
も
の
で
、
生
涯

学
習
の
意
義
の
説
明
や
社
会
教
育
に
関
す
る

各
種
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
図
書
室
情
報

な
ど
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
８
号
（
平
成
５
年
５
月
発
行
）
か
ら
年

３
回
か
ら
年
４
回
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
現
在
の
本
町
生
涯
学
習
活
動
の

拠
点
で
あ
る
温
水
プ
ー
ル
（
平
成
６
年
）
や

道
立
施
設
の
ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
（
平
成
９

年
）、
そ
し
て
博
物
館
（
平
成
10
年
）
が
完

成
し
、
そ
れ
ら
の
施
設
の
概
要
等
を
詳
し
く

掲
載
し
た
り
、
町
民
の
生
涯
学
習
活
動
の
取

り
組
み
な
ど
も
紹
介
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
40
号
（
平
成
12
年
５
月
発
行
）か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
単
独
で
の
発
行
か
ら
広
報
あ
し

ょ
ろ
の
特
集
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
紙
面
も
一

新
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
降
は
、
タ
イ
ト
ル
ロ
ゴ
の
変
更
の
他
、

紙
面
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
報
あ

し
ょ
ろ
の
１
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

掲
載
内
容
の
す
み
分
け
も
図
り
な
が
ら
、
現

在
の
紙
面
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

創
刊
か
ら
約
24
年
で
１
０
０
号
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
創
刊
当
時
か
ら
智
究

人
の
発
行
を
担
当
し
た
先
輩
た
ち
の
意
志
を

こ
れ
か
ら
も
受
け
継
ぎ
、
今
後
も
町
民
の
自

発
的
な
生
涯
学
習
活
動
を
支
え
、
皆
さ
ん
の

活
動
の
一
助
と
な
る
よ
う
な
紙
面
構
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
４
月
か
ら
５
年
間
、
博
物
館
の
指
定

管
理
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
期
目

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
博
物
館
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

展
示
充
実
の
た
め
展
示
室
を
広
げ
、
新
し

く
標
本
展
示
室
を
設
け
ま
し
た
。「
さ
わ
っ
て

み
よ
う
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、足
寄
産
の
化
石

や
十
勝
の
岩
石
の
ほ
か
、
ク
ジ
ラ
や
ゾ
ウ
の

骨
を
自
由
に
触
わ
れ
ま
す
。
化
石
体
験
も
充

実
し
た
博
物
館
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
し
ょ
ろ
の
自
然
と
化
石
」

詳
　
細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

６
月
22
日
㈪
か
ら
26
日
㈮
ま
で
の
５
日
間
、

図
書
整
理
の
た
め
、
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
の

図
書
室
お
よ
び
同
１
階
の
子
ど
も
図
書
室
を

臨
時
休
館
と
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
、
図
書
の
貸
し
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
が
、借
り
ら
れ
て
い
る
本
の
返
却
は
、

設
置
し
て
あ
る
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
27
日
㈯
か
ら
は
通
常
通
り
開
館
し

ま
す
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日

　
６
月
20
日
㈯

　
７
月
18
日
㈯

　
　
　
　
９
月
19
日
㈯

時
　
間　

午
後
１
時
～
２
時

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
６
月
27
日
㈯
　
７
月
25
日
㈯

　
　
　
　
８
月
22
日
㈯
　
９
月
26
日
㈯

時
　
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
７
月
14
日
㈫
　
８
月
11
日
㈫

　
　
　
　
９
月
８
日
㈫

時
　
間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

対
　
象　

乳
幼
児

詳
　
細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
２
９
５

新

刊

案

内

●
一
般
書

過
ぎ
去
り
し
王
国
の
城�

宮
部
み
ゆ
き

悲
嘆
の
門

　
上
・
下�

宮
部
み
ゆ
き

山
月
庵
茶
会
記�

葉
室　
　

麟

持
た
ざ
る
者�

金
原
ひ
と
み

火
花�

又
吉　

直
樹

太
宰
治
の
辞
書�

北
村　
　

薫

鬼
談�

京
極　

夏
彦

田
園
発
　
港
行
き
自
転
車
　
上
・
下

�

宮
本　
　

輝

樹
海�

鈴
木　

光
司

モ
ダ
ン�

原
田　

マ
ハ

夏
の
雷
音�

堂
場　

瞬
一

ト
ッ
ト
ひ
と
り�

黒
柳　

徹
子

マ
ル
暴
　
甘
糟�

今
野　
　

敏

札
幌
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
グ
間
奏
曲�

小
路
幸
也

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
背
い
た
「
黒
い
将
軍
」

�

ト
ム
・
リ
ー
ス

無
意
味
の
祝
祭�

ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ

も
っ
と
楽
し
く
、
少
し
だ
け
て
い
ね
い
な
お

母
さ
ん
仕
事�

ひ
ぐ
ま
あ
さ
こ

●
児
童
書
・
絵
本

け
ん
か
と
も
だ
ち�

丘　
　

修
三

バ
ム
と
ケ
ロ
の
ト
ラ
ン
プ�

島
田　

ゆ
か

だ
れ
も
し
ら
な
い
ヒ
ー
ロ
ー

�

き
む
ら
ゆ
う
い
ち

ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン
た
べ
て
る
と
き

�

長
谷
川
義
史

お
は
ぎ
ち
ゃ
ん�

や
ぎ
た
み
こ

ち
っ
ち
ゃ
な
ね
ず
み
く
ん�

な
か
え
よ
し
を

ち
っ
ち
ゃ
な
サ
リ
ー
は
み
て
い
た
よ

�

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ロ
バ
ー
ツ

三
つ
の
ま
ほ
う
の
お
く
り
も
の

�

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
リ
オ
ー
ダ
ン

ベ
ッ
ツ
イ
・
メ
イ
と
こ
い
ぬ

�
イ
ー
ニ
ッ
ド
・
ブ
ラ
イ
ト
ン

ス
ヌ
ー
ピ
ー
と
し
あ
わ
せ
の
毛
布

�

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｍ
・
シ
ュ
ル
ツ

ロ
バ
の
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
と
ま
ほ
う
の
小
石

�

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
タ
イ
グ

◎
平
成
27
年
度
図
書
室

　

年
間
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
３

【
一
般
書
】

第
１
位　

夜
鳴
き
め
し
屋�

宇
江
佐
真
理

第
２
位　

ほ
ら
吹
き
茂
平�

宇
江
佐
真
理

第
３
位　

虎
の
尾
　
渋
谷
署
強
行
犯
係

�

今
野　
　

敏

【
絵　

本
】

第
１
位　

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ぱ
ん
や
さ
ん

�

な
か
や　

み
わ

第
２
位　

ノ
ン
タ
ン
お
よ
ぐ
の
だ
い
す
き

�

キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ

第
３
位　

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
お
ま
わ
り
さ
ん

�

な
か
や　

み
わ

詳
　
細　

図
書
室�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

足
寄
町
社
会
教
育
委
員
等
の
ご
紹
介

動
物
化
石
博
物
館
情
報

大きさにビックリ�クジラとゾウの上腕骨

今話題の作品「火花」

一般書１位の「夜鳴きめし屋」

お

知

ら

せ

●
６
月
は
ス
ポ
ー
ツ
月
間

　

足
寄
町
体
育
協
会
（
宇
野
浩
委
員
長
）
で

は
、
６
月
を
ス
ポ
ー
ツ
月
間
と
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
大
会
や
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
で

も
仲
間
同
士
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

町
内
の
自
治
会
や
職
場
の
仲
間
と
行
う
健

康
づ
く
り
活
動
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
卓

球
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン

グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
野
外
体
育
施
設
オ
ー
プ
ン

　

野
外
体
育
施
設
を
団
体
で
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
必
ず
総
合
体
育
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

［
野
外
体
育
施
設
］

　

自
由
広
場
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
と
き
わ
サ
ッ
カ
ー
場
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
（
と
き
わ
・
と
き
わ
東
・
里
見

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
・
里
見
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
）

※
使
用
の
際
は
、
施
設
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

　

社
会
教
育
委
員
は
、
町
の
社
会
教
育
に
関

す
る
諸
計
画
の
立
案
や
青
少
年
教
育
に
関
す

る
指
導
・
助
言
を
主
な
職
務
と
し
ま
す
。
学

校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
の
関
係
者
な
ど
12

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
委
嘱
期

間
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
）。

　

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
、

家
庭
教
育
や
子
育
て
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お

近
く
の
社
会
教
育
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
社
会
教
育
委
員�

（
敬
称
略
）

委

員

長�

伊
藤　

貴
之

　

平
成
27
年
度
の
そ
の
他
教
育
委
員
会
委
嘱

委
員
お
よ
び
社
会
教
育
関
係
団
体
等
の
代
表

者
も
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

●
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社
会
教
育
関
係
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
員
長　

沼
田　

信
二

　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

松
本　

憲
治

※
社
会
教
育
関
係
の
委
嘱
委
員
は
、
他
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
、
文
化

財
専
門
委
員
が
い
ま
す
が
、
５
月
29
日
現

在
、
委
員
長
等
が
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
関
係
団
体
代
表

文
化
協
会
会
長�

細
野　

博
文

日
本
足
並
み
会
会
長�

髙
橋　

秀
樹

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長�

新
沼　

芳
彦

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長�

餌
取　

靖
典

青
年
協
議
会
会
長�

島
田　

初
佳

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長�

村
上　

勇
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

�

佐
々
木
寿
雄

体
育
協
会
会
長�

宇
野　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
本
部
長

�

阿
部　

智
一

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�
☎
25

－

３
１
８
８

副
委
員
長�

小
松　

洋
一

委　
　

員�

廣
瀬　

正
幸　

石
山　

貢
司

�

西
堀　

隆
亮　

宇
野　
　

浩

�

細
野　

博
文　

富
士
田
和
夫

�

木
村　

祥
悟　

先
崎　

紀
子

�

松
崎　

晴
美　

櫻
井　

裕
子
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福

祉

医

療
（
重
度
・
ひ
と
り
親
・

乳
幼
児
及
び
児
童

）

受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

障
が
い
児
・
者
地
域
サ
ポ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
が

「
足
寄
の
た
き
つ
け
」
を
開
発

足
寄
中
学
校
体
育
祭

　

５
月
30
日
、
足
寄
中
学
校
（
廣
瀬
正
幸
校

長
）
の
第
67
回
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
を
代
表
し
て
髙
木
雅
代
生
徒
会
長
が「
今

ま
で
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
こ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
ぶ
つ
け
ま
し
ょ
う
。
お
越
し
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
も
、
生
徒
一
人
一
人
の
輝
く
姿
や

熱
き
戦
い
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

「
ぶ
つ
か
り
合
う
２
色
の
熱
き
魂
�
」
の

体
育
祭
テ
ー
マ
の
下
、
気
迫
溢
れ
る
競
技
を

見
せ
る
生
徒
た
ち
に
、
詰
め
掛
け
た
父
母
な

ど
か
ら
大
き
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が
い
児
・
者
地
域
サ
ポ
ー

ト
ふ
れ
あ
い
（
藤
原
茂
理
事
長
）
が
、
町
産

業
振
興
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
着
火
材
「
足

寄
の
た
き
つ
け
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
「
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ム
」
を
運
営
す
る
同
法
人
は
、
現
在
、

公
共
施
設
の
清
掃
や
福
祉
の
店
「
ゆ
め
風
ひ

ろ
ば
」
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
作
業

所
利
用
者
の
さ
ら
な
る
工
賃
ア
ッ
プ
と
地
域

資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
を
企
画
。
町
内

の
企
業
や
林
業
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
受
け
、

環
境
に
優
し
い
着
火
材
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

着
火
材
に
は
、
町
内
林
業
グ
ル
ー
プ
が
作
る

「
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル
」
の
製
作
過
程
で
出

た
町
産
材
お
が
粉
と
、
斎
場
や
寺
院
等
か
ら

提
供
さ
れ
た
使
用
済
み
ろ
う
そ
く
な
ど
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
同
製
品
は
、
着
火
後
10
分

程
度
燃
焼
し
続
け
る
の
が
特
徴
。
ま
た
一
般

的
な
着
火
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
灯
油
な
ど

の
揮
発
成
分
を
含
ま
な
い
た
め
安
全
で
、
長

期
保
存
が
可
能
で
す
。

　

価
格
は
１
箱
（
６
個
×
10
シ
ー
ト
）
９
０

０
円
（
税
抜
き
）
で
、
同
法
人
が
運
営
す
る

飲
食
店
の
ほ
か
、
町
内
ス
ー
パ
ー
や
金
物
店

な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
同
法
人
で
は
、
ゆ
め
風
ひ
ろ
ば
（
北

１

－

１
・
多
目
的
観
光
施
設
内
）
や
喫
茶
き

ら
り
（
北
１

－

４
・
役
場
内
）
な
ど
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら

出
る
使
用
済
み
ろ
う
そ
く
の
提
供
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

商
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

障
が
い
児
・
者
地
域
サ
ポ
ー
ト
ふ
れ
あ
い

�

☎
25

－

３
５
０
４

ス
ト
ッ
プ
！
税
の
滞
納

～
町
税
等
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
～

納
税
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

　

町
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は
、
納

付
書
に
よ
る
方
法
と
口
座
振
替
に
よ
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
は
、
納
付
書
に
比

べ
、
金
融
機
関
等
へ
出
掛
け
る
手
間
が
い
ら

ず
大
変
便
利
で
す
。

　

一
度
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
税
目
ご
と
に
定
め
る
納
期
限
に
、

あ
な
た
の
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
、
納
め
忘
れ
の

心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
の
納
期
限
は
、
下
の
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
手
続
き
方
法

　

取
り
扱
い
金
融
機
関
ま
た
は
役
場
税
務
室

窓
口
に
て
、
預
金
通
帳
、
口
座
登
録
印
鑑
、

納
税
通
知
書
を
持
参
し
、
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
各

納
期
限
の
１
カ
月
前
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

取
り
扱
い
金
融
機
関
～
北
海
道
銀
行
足
寄
支

店
、
帯
広
信
用
金
庫
足
寄
支
店
、
足
寄
町

農
業
協
同
組
合
本
所
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

納
税
に
困
っ
た
と
き
は
、
ご
相
談
を
！

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

相
談
な
く
滞
納
が
続
く
場
合
は
、
納
付
の

意
思
が
な
い
も
の
と
判
断
し
、
や
む
を
得
ず

法
律
に
基
づ
き
滞
納
処
分
（
給
与
、
預
金
、

生
命
保
険
、不
動
産
等
の
差
し
押
さ
え
な
ど
）

を
執
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
税
務
室
収
納
担
当

�

☎
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－

２
１
４
１
内
線
２
３
７

平成27年度納期限一覧表

税　目 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

固定資産税
５月
25日

７月
27日

９月
25日

11月
25日

軽自動車税
６月
１日

道・町民税
６月
25日

８月
25日

10月
26日

12月
25日

国 民 健 康
保 険 税

７月
27日

８月
25日

９月
25日

10月
26日

11月
25日

12月
25日

１月
25日

２月
25日

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
（
重
度
・
ひ
と

り
親
・
乳
幼
児
及
び
児
童
）
受
給
者
証
は
、

７
月
31
日
㈮
を
も
っ
て
有
効
期
限
が
満
了
と

な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
る
新
し
い
受
給

者
証
は
７
月
下
旬
に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、新
し
い
受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
・
氏
名
等
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
足
寄

町
へ
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
受
給
者

証
更
新
の
際
に
「
平
成
27
年
度
所
得
課
税
証

明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
１
月
１
日
時

点
の
居
住
地
の
市
区
町
村
役
場
に
平
成
27
年

度
所
得
課
税
証
明
書
を
請
求
し
、
６
月
末
ま

で
に
役
場
住
民
課
住
民
室
保
険
担
当
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
町
は
福
祉
医
療
の
受
給
資
格
に
所
得
制

限
を
設
け
て
お
り
、
受
給
者
証
更
新
の
際

に
所
得
超
過
等
に
よ
り
、
受
給
資
格
非
該

当
と
な
っ
た
方
に
も
そ
の
旨
通
知
し
ま
す
。

※
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
８
月
１
日

以
降
に
ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
室
保
険
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
６

福
祉
医
療
助
成
制
度
の
種
類

●
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度

　

心
身
に
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
方
の

医
療
費
の
一
部
を
北
海
道
と
足
寄
町
が

助
成
し
ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・
父
子

家
庭
）
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
・
お

子
さ
ん
の
医
療
費
の
一
部
を
北
海
道
と

足
寄
町
が
助
成
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
助
成
制
度

　

中
学
生
以
下
（
中
学
校
修
了
前
）
の

お
子
さ
ん
の
医
療
費
の
一
部
を
北
海
道

と
足
寄
町
が
助
成
し
ま
す
。

１年生：Get the flag�

２年生：ムカデで抜かせ�３年生：みんなでGo�

道内初
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お知らせします！平成
～臨時福祉給付金・子育

27年度の２つの給付金
て世帯臨時特例給付金～

消費税率が平成26年４月から８％になったことに伴い、低 所得者および子育て世帯への負担の影響を緩和するため、

臨時的な措置として『臨時福祉給付金』および『子育て世 帯臨時特例給付金』が支給されます。

●支給対象と支給額

【臨 時 福 祉 給 付 金】

支給対象者	 平成27年１月１日時点で住民票が足寄町にあり、平成27年度分の住民税が課

税されていない方。ただし、次の場合は対象外となります。

	 ①課税されている方に生活の面倒を見てもらっている（扶養されている）場合

	 ②生活保護の受給者である場合　　など

支　給　額　　１人につき　6,000円

申 請 期 間　　平成27年８月４日㈫～11月４日㈬

【子育て世帯臨時特例給付金】

支給対象者	 次のどちらの要件も満たす方が対象です。

	 ①平成27年６月分の児童手当を受給

	 ②平成26年分の所得が児童手当の所得制限限度額未満

対 象 児 童　　支給対象者の平成27年６月分の児童手当の対象となる児童

支　給　額　　対象児童１人につき　3,000円

申 請 期 間　　平成27年６月１日㈪～９月１日㈫

●申請方法
申　請　先	 役場福祉課保健福祉室福祉担当

提 出 書 類	 申請書・本人確認書類・指定する口座が確認できる書類

	 申請書は窓口でお渡しします（郵送も可能です）。

●臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金ってどんなもの？

　「臨時福祉給付金」は所得の低い方の負担緩和を、また「子育て世帯臨時特例給付金」は子育

て世帯の負担緩和を目的としたものです。

　２つの給付金の対象となる方は、次の図のとおりです。なお、平成27年度は、２つの給付金

のどちらの要件にも該当する方については「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」

を両方とも受け取ることができます。

本人確認書類

運転免許証、住民票の写し、身体・知的・精神障がい者手帳等

指定した口座が確認できる書類

※昨年度と同じ口座へ振り込みを希望される場合は必要ありません。

金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）が分かる通帳やキャッシュカードの写し

●そ の 他
・原則として、申請期間外の申請は受け付けられませんのでご注意ください。

・子育て世帯臨時特例給付金の申請書は、児童手当・特例給付現況届と併用しています。

・配偶者からの暴力を理由に足寄町へ避難されている方や、児童福祉施設等に入所している児童等で

足寄町にお住まいの方については、住民票が足寄町になくても申請できる場合があります。詳しく

は、担当までお問い合わせください。

詳　細	 役場福祉課保健福祉室福祉担当　☎25－２１４１内線１４２

臨 時 福 祉
給 付 金

子 育 て 世 帯
臨時特例給付金

所得の低い方の負担を緩和します 子育て世帯の負担を緩和します

「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。

ご自宅や職場などに市区町村や厚生労働省（の職員）などをかたった

電話がかかってきたり、郵便物が届いたりしたら、迷わず役場福祉課

保健福祉室福祉担当や最寄りの警察署（または警察相談専用電話（＃

９１１０））にご連絡ください。

！

☎

対 象 者 対 象 者

住民税が課税されて

いない方

両方とも
受給可

中学生以下の子がいる
子育て世帯

高
所
得
世
帯

・課税されている方に生活

の面倒を見てもらってい

る方（扶養されている方）

・生活保護の受給者

などは対象外
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後期高齢者医療制度のお知らせ
国民健康保険に関するお知らせ

～　平成27年度の保険料等について　～

■７月に保険料をお知らせします

　平成27年度の保険料については、７月に個別にお知らせします。

　≪保険料の計算方法≫

■国民健康保険税の軽減拡充と賦課限度額の引き上げについて

　国が定める所得基準額を下回る世帯については、国民健康保険税の均等割額と平等割額が７割・５割・

２割軽減されています。このうち５割軽減と２割軽減の基準が平成27年度から変更され、軽減対象となる

所得基準が拡充されます。

　また、国民健康保険税の医療分・後期高齢者支援金分・介護納付金分の合計賦課限度額は現行の81万円

から85万円になります。

■国民健康保険高齢受給者証を更新します！

　国民健康保険に加入している70歳から74歳までの人に、現在交付している「国民健康保険高齢受給者証」

は７月31日をもって有効期限が満了となります。

　８月１日から使用できる新しい受給者証は７月末までに各家庭に郵送しますので、新しい受給者証が届

きましたら住所・氏名等の記載内容を確認してください。

詳　　細　役場住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１５

○年間の保険料は57万円が上限です。

○所得の少ない人は、世帯主や被保険者の所得に応じて保険料が軽減されます。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割りで計算します。

詳　　細　役場住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１７

※保険料のお支払いが困難な場合はご相談ください。

※災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料のお支払いが

困難な方については、保険料の減免を受けられる場合があります。

■ジェネリック医薬品の利用について

○医療機関で処方される薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があります。

○ジェネリック医薬品の処方を希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関や薬局の窓口

に「希望カード」を提示することによりお願いすることができます。

※「希望カード」が必要な方は、お問い合わせください。

均 等 割
【一人当たりの額】

５１，４７２円

１年間の保険料
【限度額57万円】

（１００円未満切り捨て）

＋ ＝

所 得 割
【本人の所得に応じた額】

（平成26年中の所得－33万円）×

１０．５２％

保険料のお支払いは、
「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。
口座振替を希望される方は役場住民課住民室保険担当にお問い合わせください。

効き目・安全性について
　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基準を満たしている安全な

お薬です。ご希望される場合は、必ず主治医や薬剤師によく相談しましょう。

価格について
　ジェネリック医薬品を利用すると、お薬代が安くなります。薬によって異なりますが、新薬より３

割以上、中には５割以上安くなるものもあります。

≪軽減の拡充≫

≪賦課限度額（年間）≫

軽減割合
軽減判定所得

平成26年度 平成27年度

７割 33万円以下 33万円以下

５割 33万円＋（24万５千円×被保険者数） 33万円＋（26万円×被保険者数）

２割 33万円＋（45万円×被保険者数） 33万円＋（47万円×被保険者数）

平成26年度 平成27年度

医 療 保 険 分 51万円 52万円

後期高齢者支援金分 16万円 17万円

介 護 保 険 分 14万円 16万円

合　　計 81万円 85万円

※１　総収入額が基準収入額に当てはまる方は、申請により窓口負担の割合が１割または２割に

なります。

≪窓口負担割合≫

区　　　　　　　分 窓口負担の割合

一般所得者（住民税の課税標準

額が145万円未満の人）

昭和19年4月1日以前に生まれた方 １割

昭和19年4月2日以降に生まれた方 ２割

現役並み所得者（住民税の課税

標準額が145万円以上の人）
―

　　　　　※１

３割
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消防通信　第11号

前　略

足寄消防署より

　

近
年
、
救
急
車

の
利
用
増
加
が
全

国
的
に
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
足
寄

町
に
お
い
て
も
年

々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
、
全

国
に
お
け
る
救
急

出
動
件
数
は
５
９
８
万
２
８
４
９
件
、
救
急

搬
送
人
員
は
５
３
９
万
９
６
１
８
人
で
し
た
。

　

前
年
と
比
較
す
る
と
、
出
動
件
数
は
７
万

１
５
６
８
件
増
、
搬
送
人
員
は
５
万
７
６
３

０
人
増
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
５

割
が
入
院
の
必
要
が
無
い
人
（
軽
症
者
）
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
利
用
が
増
え
る
と
、
本

当
に
緊
急
性
の
あ
る
病
気
や
け
が
で
救
急
車

を
必
要
と
す
る
人
を
待
た
せ
て
し
ま
う
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

救
急
車
は
限
り
あ
る
〝
資
源
〟
で
す
！

　

本
当
に
必
要
な
と
き
に
、
本
当
に
必
要
な

人
が
救
急
車
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

詳　
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足
寄
消
防
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－

２
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１
９

年
間
出
動
件
数	

（
５
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動	

１
４
８
件
（
12
件
減
）

火
災
出
動	

５
件
（
３
件
増
）

	

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

暗
雲
に
向
う
勇
姿
や
鳥
帰
る	

坂
本
　
夢
乃

先
人
を
偲
ぶ
古
里
揚
ひ
ば
り	

山
岸
　
清
子

花
時
計
針
指
す
正
午
黄
パ
ン
ジ
ー	

小
山
田
富
美
子

パ
ン
ジ
ー
の
顔
見
合
わ
せ
て
揺
れ
て
お
り	

吉
田
　
哲
子

足
早
に
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
春
の
雲	

湯
浅

　
保
子

パ
ン
ジ
ー
の
彩
る
丘
や
バ
ス
の
旅	

小
山

　
博
子

土
の
香
を
ま
と
い
て
咲
け
り
ク
ロ
ッ
カ
ス	

高
橋
と
し
子

せ
せ
ら
ぎ
の
土
手
に
肩
寄
せ
蕗
の
薹と

う	

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 
足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
ち
な
か
に
広
場
が
で
き
ま
し
た
！

今
年
の
10
月
か
ら
、
あ
な
た
に
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
ま
す
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
は

国
民
一
人
一
人
が
持
つ
12
桁
の
番
号
で
す

ア
パ
ー
ト
名
や
部
屋
番
号
な
ど
の
届
け
出
は

お
済
み
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
連
携
で

よ
り
良
い
暮
ら
し
へ　
　
　
　
　
　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
の
分
野
で
個
人
の
情
報
を
適
切
か
つ

効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
対
象
者
は
住
民
票
を
有

す
る
全
て
の
方
で
、
中
長
期
在
留
者
や
特
別

永
住
者
な
ど
の
外
国
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
カ
ー
ド
が
住
民
票
の
住
所
宛
て
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
通
知
カ
ー
ド
が
確
実
に
届
く
よ
う
に

す
る
た
め
、
ア
パ
ー
ト
等
の
集
合
住
宅
に
お

住
い
の
方
で
、
住
民
票
の
住
所
に
方
書
の
記

載
が
無
い
場
合
は
、
役
場
住
民
課
戸
籍
年
金

担
当
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

北
１
条
広
場
は
、
国
道
２
４
１
号
に
面
し

て
お
り
、
小
規
模
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
役
場
建
設
課
管

理
・
都
市
計
画
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

北
２
条
広
場
内
に
映
画
「
旅
立
ち
～
足
寄

よ
り
～
」
の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
公
開
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
、

あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
（
☎
25

－

６
１
３
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
足
寄
都
市
計
画
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
「
街
中
で
休
憩
や
交
流
が
で
き
る
場
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
街
地
の
２
カ
所
に
多
目
的
広
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

�

詳　

細　

役
場
建
設
課
管
理
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４
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２
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役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
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－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

「
方
書
」
と
は
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集

合
住
宅
に
住
ん
で
い
る
場
合
な
ど
、
番

地
ま
で
の
記
載
だ
け
で
は
住
所
が
分
か

り
に
く
い
場
合
に
付
け
加
え
る
「
ア
パ

ー
ト
名
」
や
「
部
屋
番
号
」
「
何
其
方
」

の
こ
と
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
安
心
・
安
全
な
仕
組

み
で
各
機
関
が
分
散
管
理
す
る
個
人
情
報
を

つ
な
ぐ
役
目
を
果
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
国
や
地
方
公
共
団
体
等
で
の
情
報
連
携
が

可
能
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
し
ま
す
。

・
年
金
や
福
祉
な
ど
の
申
請
で
、
書
類
の
添

付
が
減
り
ま
す
。

・
行
政
手
続
き
が
、正
確
で
早
く
な
り
ま
す
。

・
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
を
確
実
に
給
付
し

ま
す
。

●
北
１
条
広
場
（
北
１
条
３
丁
目
）

●
北
２
条
広
場
（
北
２
条
４
丁
目
）

救

急

車

の

正
し
い
利
用
を

《
誤
っ
た
救
急
車
の
利
用
例
》

・
救
急
車
で
病
院
に
行
け
ば
、
早
く
診
て
も

ら
え
る

・
検
査
の
た
め
に
病
院
へ
行
く

・
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
が
無
く
な
っ
た

・
タ
ク
シ
ー
だ
と
お
金
が
か
か
る

・
今
日
が
入
院
日
だ
か
ら	

な
ど

　

た
だ
し
、
緊
急
性
が
あ
り
、
本
当
に
救
急

車
が
必
要
な
と
き
や
迷
っ
た
と
き
は
、
た
め

ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

《
救
急
車
の
要
請
が
必
要
な
場
合
》

・
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
、
呼
び
掛
け
て
も

反
応
が
な
い

・
顔
色
が
青
い

・
呼
吸
が
苦
し
い
、
呼
吸
を
し
て
い
な
い

・
急
な
激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
手
足
の
し
び
れ
や

麻
痺
が
あ
る

・
高
所
か
ら
の
転
落
等

・
出
血
が
ひ
ど
い	

な
ど
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免
責
っ
て
？

自
己
負
担
金
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

例
え
ば
、
車
の
修
理
代
が
50
万
円
で

免
責
額
が
５
万
円
と
な
っ
て
い
た
場

合
、
45
万
円
が
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
、

残
り
の
５
万
円
を
利
用
者
が
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
で
は

免
責
補
償
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

　

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
る
と
き
に
、
免
責
補

償
制
度
（
任
意
加
入

：

数
千
円
程
度
）
に
加

入
す
る
と
自
己
負
担
金
の
支
払
い
は
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
損
事
故
が
車
両
補
償
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
免
責
補
償
制
度
に

加
入
し
て
い
て
も
修
理
代
金
を
請
求
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
運
転
者
が
免
許
取
得
後
１
年
未

満
の
場
合
や
過
去
に
事
故
を
起
こ
し
た
場
合

は
、
免
責
補
償
制
度
を
利
用
で
き
な
い
と
き

も
あ
り
ま
す
の
で
確
認
が
必
要
で
す
。

【
重
要
ポ
イ
ン
ト
】

保
険
・
補
償
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

・
事
故
証
明
が
な
い
場
合
（
事
故
を
警
察
や

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
に
連
絡
し
な
か
っ
た
）

・
無
断
延
長
や
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
に
届
け
出

を
し
た
人
以
外
が
運
転
を
し
て
い
た
場
合

・
故
意
に
よ
る
事
故
や
タ
イ
ヤ
の
損
傷
、
鍵

の
紛
失
な
ど

・
飲
酒
や
薬
物
使
用
な
ど
の
道
路
交
通
法
違

反
を
し
た
場
合

レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
す
る
と
き
の
注
意
点

保
険
や
補
償
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
？

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
に
よ
っ
て
、
保
険

で
補
償
さ
れ
る
範
囲
や
内
容
は
異
な

り
ま
す
。
車
を
借
り
る
際
に
注
意
事

項
に
つ
い
て
口
頭
で
説
明
を
受
け
ま

す
が
、
利
用
す
る
前
に
自
分
で
も
約

款
や
利
用
ガ
イ
ド
に
目
を
通
し
て
、

し
っ
か
り
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
31
回
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足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）
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ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

〝
す
こ
や
か
ロ
ー
ド
〟
で

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

『
す
こ
や
か
ロ
ー
ド
』
っ
て
？

　

北
海
道
と
北
海
道
健
康
づ
く
り
財
団
が
認

定
し
た
、
身
近
で
気
軽
に
楽
し
く
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
行
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で

す
。
平
成
18
年
の
認
定
開
始
か
ら
現
在
ま
で
、

道
内
77
市
町
村
１
４
８
コ
ー
ス
が
認
定
さ
れ
、

町
内
で
は
３
コ
ー
ス
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
な
毎
日
を

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
誰
で
も
気
軽
に
取
り

組
め
る
健
康
づ
く
り
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
等
の
生
活

習
慣
病
予
防
の
み
な
ら
ず
、
体
力
や
筋
力
の

維
持
・
向
上
、
脳
の
活
性
化
や
ス
ト
レ
ス
解

消
な
ど
、
心
身
の
健
康
を
高
め
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
に
は
、
気
持
ち
の
良

い
季
節
で
す
。
良
い
こ
と
ず
く
め
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
〝
す
こ
や
か
ロ
ー
ド
〟
で
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

足
寄
町
内
の
〝
す
こ
や
か
ロ
ー
ド
〟

①
ま
ち
な
か
コ
ー
ス
《
役
場
～
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
～
西
町
遊
歩
道
》

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
周
辺
は
、
足
腰
へ
の
負

担
が
少
な
い
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
敷
き
詰
め
ら

れ
て
お
り
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
初
心
者
に
も
お

勧
め
で
す
。

②
河
川
敷
コ
ー
ス
《
町
民
セ
ン
タ
ー
～
青
雲

橋
～
旭
町
～
利
別
川
河
川
敷
》

　

利
別
川
を
眺
め
な
が
ら
、
市
街
地
の
自
然

を
感
じ
ら
れ
る
コ
ー
ス
で
す
。

③
森
の
中
コ
ー
ス
《
ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
～

里
見
が
丘
公
園
～
フ
ラ
ワ
ー
園
》

　

フ
ラ
ワ
ー
園
の
展
望
台
か
ら
は
、
足
寄
町

市
街
地
を
一
望
で
き
ま
す
。
爽
や
か
な
空
気

を
感
じ
な
が
ら
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
コ

ー
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
３
コ
ー
ス
と
も
、
コ
ー
ス
内
に
横
断
歩
道

が
無
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
際
に
は
車
に
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ア
ド
バ
イ
ス

【
水
分
補
給
は
小
ま
め
に
】

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
中
だ
け
で
な
く
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
前
後
も
水
や
お
茶
を
飲
ん
で
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
歩
き
方
】

　

「
ち
ょ
っ
と
息
が
弾
む
が
、
笑
顔
が
保
て

る
」
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
足

腰
へ
の
負
担
を
和
ら
げ
る
た
め
背
筋
を
伸
ば

し
て
肩
の
力
を
抜
き
、
肘
を
し
っ
か
り
と
振

り
ま
し
ょ
う
。
足
は
踵
か
ら
着
地
し
、
足
裏

全
体
を
地
面
に
着
け
、
つ
ま
先
で
地
面
を
蹴

り
出
す
よ
う
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

正
し
い
歩
き
方
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
効

果
を
高
め
ま
す
。

【
歩
く
回
数
】

　

１
回
の
時
間
は
短
く
て
も
、
長
期
間
続
け

る
こ
と
が
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
『
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
』を
作
成
し
ま
し
た
。

　

役
場
福
祉
課
や
総
合
体
育
館
、
町
民

セ
ン
タ
ー
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
確
認
�
賢
く
利
用
�

●
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
き
の

連
絡
先

●
保
険
や
免
責
補
償
の
内
容

●
出
発
前
に
車
の
へ
こ
み
や
傷
を
担
当

者
と
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

【
保
険
や
補
償
の
例
】

・
対
人
補
償

　
　

無
制
限
（
自
賠
責
を
含
む
）

・
対
物
補
償

　
　

無
制
限
（
免
責
額
５
万
円
）

・
車
両
補
償

　
　

車
両
時
価
額
ま
で
（
免
責
額
５
万
円
）

・
人
身
傷
害
補
償

　
　

１
名
に
つ
き
３
０
０
０
万
円
ま
で

　

陽
気
も
良
く
な
り
、
活
動
的
な
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
は
必
要
な
と
き
に
だ
け
利
用

で
き
る
こ
と
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
の
時
ば
か
り

で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
引
っ
越
し
で
の
荷

物
運
び
や
自
家
用
車
の
修
理
中
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
に
よ
っ
て
は
福

祉
車
両
が
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
通
院
時
に
利
用
す
る
な
ど
、
今
後
ま
す

ま
す
需
要
が
高
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

※
料
金
請
求
で
疑
問
や
不
安
が
あ
る
時
は
、

消
費
生
活
相
談
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
ち
ょ
こ
っ
と
豆
知
識
》

め
の
世
界
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

※
「
全
て
の
障
が
い
者
を
対
象
」
と
し
た
も

の
で
、
特
に
車
椅
子
を
利
用
す
る
障
が
い

者
を
限
定
し
、
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

障
が
い

者
が
利
用

で
き
る
建

物
、
施
設

で
あ
る
こ

と
を
明
確

に
表
す
た
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　本年度は戦後70年特別展として、広島平和記

念資料館から被爆した実物資料をお借りし、写

真とともに展示します。広島の原爆と本別空襲

の資料から、あらためて戦争の悲惨さと平和の

大切さを発信します。

期　　間　７月10日㈮－８月16日㈰
開館時間

　火曜日から金曜日　午前９時－午後５時

　土曜日、日曜日　　午前９時－午後３時

※最終入館は閉館の30分前までです。

休 館 日　月曜日

場　　所　本別町歴史民俗資料館

※入館料が掛かります。料金はお問い合わせく

ださい。

詳　　細� 本別町歴史民族資料館

� 　☎２２－２１４１内線４１０

資料館特別展「７月15日本別空襲を伝
える～昭和史から見る戦後70年～」

インターネットでの特産品販売を開始

　㈱陸別町振興公社が、インターネットによる

通信販売を開始しました。取扱商品は、陸別町

観光物産館（道の駅内）で販売中の鹿肉製品や

陸別町内で生産、製造された特産品となってい

ます。商品は順次増やす予定ですので、ぜひ一

度ご覧ください。

特産品販売ホームページ

http://rkb2.theshop.jp/

詳　細　陸別町観光物産館　☎２７－２０１２

子どもの人権１１０番

労働災害を防ぎましょう

不正改造は犯罪です！

北海道最低賃金

税務職員募集

プレミアム商品券を
販売します

「虐待かも」と思ったら
１８９番へ　釧路地方法務局では子どもをめ

ぐるさまざまな人権問題に積極的

に取り組むため、専用相談電話「子

どもの人権１１０番」の受付時間

を延長します。

期　　間　６月22日㈪－28日㈰
受付時間

・６月22日㈪－26日㈮
　午前８時30分－午後７時

・６月27日㈯－28日㈰
　午前10時－午後５時

相談担当者　釧路人権擁護委員連

合会所属の人権擁護委員、釧路

地方法務局職員

「子どもの人権１１０番」

,０１２０－００７－１１０

詳　　細� 釧路地方法務局

� ☎０１５４－３１－５０１４

　７月１日から７日までは、労働

災害を防ぐ安全週間です。この機

会にそれぞれの職場において、労

働災害の重要性を認識し、安全活

動の着実な実行に努めましょう。

詳　　細� 帯広労働基準監督署�

� ☎０１５５－２２－８１００

　不正改造が施された車両によっ

て、国民生活の安心・安全が脅か

されていることが問題となってい

ます。

　これらの不正改造については、

改造を実施すること、改造された

自動車を走行させることの両方が

法律により禁じられており、これ

に違反すると整備命令の交付を受

けたり、罰金等の対象になったり

しますので、不正改造は絶対に止

めましょう。

詳　細� 国土交通省北海道運輸局

� 帯広運輸支局

� ☎０１５５－３３－３２８２

最低賃金額　時間額７４８円

効力発生日　平成26年10月８日

　札幌国税局では、税務職員を募集しています。

応募資格　高等学校卒業見込みおよび卒業後３年を経過していない方

受付期間　①インターネット　６月22日㈪－７月１日㈬
　　　　　②郵送または持参　６月22日㈪－24日㈬（通信日付印有効）

第１次試験　９月６日㈰
人事院申し込み専用ホームページ

　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
詳　　細� 札幌国税局人事第２課　☎０１１－２３１－５０１１

　子どもたちや子育てに悩む保護

者のＳＯＳをいち早くキャッチす

るため、児童相談所全国共通ダイ

ヤルが「１８９（いちはやく）」

の３桁の番号になります。共通ダ

イヤルにかけると、お近くの児童

相談所につながります。

　通告・相談は匿名で行うことも

でき、通告・相談をした方やその

内容に関する秘密は守られます。

運用開始日　７月１日㈬
※運用開始後も現行の番号（０５

７０－０６４－０００）を使う

ことができます。

詳　　細� 役場福祉課保健福祉室

� 福祉担当

� ☎２５－２１４１内線１４２

販売期間

　６月15日㈪－７月31日㈮
　午前９時－午後５時30分

※土曜日、日曜日、祝日を除きます。

販売場所　足寄町商工会

販売価格

　１セット　１万円

　　　　　（１万２０００円分）

使用期限　９月30日㈬
そ の 他　１人５セットまで購入

できますが、売り切れ次第販売

終了となりますのでご了承くだ

さい。商品券は、商品券取り扱

いポスターが掲示された店舗で

使用できます。

詳　　細� 足寄町商工会

� ☎２５－２２３６

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町へ
・かちまい足寄（鈴木秀紀店

長）から� 絵本10冊
・足寄町介護者の会（管野正

夫会長）から� ソファ２脚
・小原澄子さ

ん（栄町２丁目）
から� 食器類、手ぬぐい

募　　集

お知らせ

　下水道管渠新設工事のため次の通り通行止めを行います。なお、通行

禁止区間であっても区域内居住者のために必要と認められる交通は確保

します。

詳　　細� 役場建設課上下水道工務担当　☎２５－２１４１内線３５７

下水道管渠新設工事①

＜栄町２丁目＞

工事期間　７月31日㈮まで

下水道管渠新設工事②

＜西町９丁目＞

工事期間　12月29日㈫まで

交通規制のお知らせ

自衛官募集

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細　自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募集種目 応 募 資 格 受付期間 試 験 日

一般曹候補生
18歳以上

27歳未満の方 ８月１日㈯～
９月８日㈫

９月18日㈮

航 空 学 生
高卒（見込みを含む）

21歳未満の方
９月23日㈬

通行止め区間通行止め区間
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☆私の車のメンテナンスやちょっとし

た修理は、全て父がしてくれていま

す。そんな父がある日「少しだけ車

に手を加えたよ」と言いました。

☆しかし、何が変わったのかさっぱり

分からない私。外見や内装は変わっ

ていないし、スピーカーが変わった

訳でもない。

☆見かねた父が「クラクションを押し

てみて」と言ったので恐る恐る押し

てみると、なんと音が低くなってい

るではありませんか。お父さん、気

付かないよそれは。

☆４月末の住民基本台帳人口等をお知

らせします。

　人　口　　７，２８１　人

　　男　　　３，５２０　人

　　女　　　３，７６１　人

　世　帯　　３，５６２世帯

真鍋　太
た

一
いち

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年７月１日生まれ）

　２歳年上のお姉ちゃんにお世

話されたり、けんかしたり、最

近は少し単語を話します。食欲

旺盛で父の自転車に乗るのも好

きです。元気な子に育ってね。

� 雅美・寛子さ
んの子

� （南２条２丁目）
浅岡　心

み

結
ゆ

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年６月７日生まれ）

　お姉ちゃんが大好き。最近は

何でも一人でやりたがるわが家

の元気っ子。かわいい歌やお話

でみんなを和ませてくれます。

このまま元気で優しい子に育っ

てね。� 晃昭・佳史子さ
んの子

� （南４条５丁目）

中下　維
い

颯
ぶき

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年６月27日生まれ）

　大好きな兄貴のキック、パン

チ攻撃にも全くめげないタフな

メンタルとボディの食いしん坊

くん。これからも、兄弟仲良く

めきめき成長する姿が楽しみで

す。� 達朗・那奈さ
んの子

� （螺湾本町）

今月の表紙

　５月31日に行われた足寄ふるさと花まつり

でのスナップです。

� （⇒２－３ページ）　

ひとのうごき
５月末の住民基本台帳

人　口　　７，２６４　人　（－17)

　男　　　３，５１３　人　（－７)

　女　　　３，７５１　人　（－10)

世　帯　　３，５５３世帯（－９)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


